
 

「名岐道路（一宮～一宮木曽川）計画段階環境配慮書」に対する環境大臣意見 

 

名岐道路（一宮～一宮木曽川）（以下「本事業」という。）は、国土交通省中部地方

整備局が、国道 22 号と並行し、愛知県一宮市から岐阜県岐阜市を結ぶ延長約 10ｋｍ

のうち、愛知県一宮市の名古屋高速一宮線一宮東 IC から東海北陸道一宮木曽川 IC を

結ぶ約 7.5 ㎞の延長区間を整備する事業であり、当該地域の産業振興の促進、渋滞の

緩和、交通安全の確保を目的に計画されている。 

 事業実施想定区域(以下「想定区域」という。)及びその周辺には、市街地が形成さ

れており、住居及び学校、病院その他の環境の保全についての配慮が特に必要な施設

（以下「住居等」という。）が多数存在している。 

 以上を踏まえ、本事業計画の更なる検討に当たっては、以下の措置を適切に講じら

れたい。また、それらの検討の経緯及び内容については、方法書以降の図書において、

適切に記載されたい。 
 

１．総論 

（１）方法書以降の適切な環境配慮等 

  本配慮書は、計画段階配慮事項についての検討に当たって把握すべき交通の状

況等に関する記載に十分ではない点があるため、方法書以降において必要な情報

を適切に記載すること。また、今後、専門家からの助言を得るとともに、愛知

県、一宮市等の関係行政機関との協議を十分に行い、地域住民等の関係者に対し

丁寧かつ十分な説明を行うことにより透明性及び客観性を確保すること。 
 

（２）対象事業実施区域の設定 

今後の詳細なルートの位置及び道路構造の検討に当たっては、住居等への影響に

ついて、適切に調査、予測及び評価を行った上で、その結果を反映し、影響を極力

低減すること。 

また、今後、本事業において連絡道路が計画され、それにより本事業の実施に伴

う環境影響に追加的な影響が生ずるおそれがある場合は、方法書以降の手続におい

て、連絡道路の存在・供用を前提とした調査、予測及び評価を行い、その結果を踏

まえ、適切に環境保全措置を検討すること。 
 

２．各論 

（１）大気環境 

  想定区域及びその周辺には、市街地が形成されており、住居等が多数存在してい

ることから、本事業の実施による道路交通騒音及び排気ガス等による生活環境への

影響が懸念される。このため、方法書以降の手続においては、周辺住居等の立地状

況等を踏まえ、特に騒音や大気汚染に係る影響を受けるおそれのある住居等につい

て、影響を適切に把握するために必要な調査を実施した上で、予測及び評価を行い、

その結果を踏まえ、適切に環境保全措置を検討すること。 
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（２）廃棄物等 

工事に伴い発生する廃棄物については、再生利用を図るとともに、工事着手まで

に、できる限り、廃棄物等の種類や発生量に応じた処理方法及び処分先を決定し、

廃棄物を適正に処理すること。 

 

（３）温室効果ガス 

 工事に伴う温室効果ガスをできる限り削減するよう、工事における省エネルギー

化の推進や再生可能エネルギーの利用等の環境保全措置を検討すること。 

 

（４）地域住民等への説明及び関係機関との連携 

本事業は、市街地において、長期間にわたり工事が実施される計画であることか

ら、本事業の実施に伴う環境影響及び環境保全措置の内容について、地域住民等に

対し丁寧に説明すること。 

 

 


